






































































































やオーストラリア､ カナダ､ フランス､ オラ
ンダ､ ベルギー､ 韓国などのCNSやNPの裁量権
が説明された後､ ｢看護の役割拡大が安全と
安心の医療を支える｣ という日本学術会議提
言について述べられた (提示された資料；基
礎教育および専門領域の教育訓練を受けた看
護師の裁量の可能性－日本看護系学会協議会
との議論を反映)｡
役割拡大､ 裁量権拡大を進める際の重要な
ポイントとして､ ｢国民の健康の維持・増進
にとっての利益はなにか｣ ｢キュアとケアの
藤堂の促進のために有益であるか｣ ｢看護の
アプローチだからこそ効果があがるのか｣
｢看護師が役割をとることで医師の職務がよ
りよく全うできるのか｣ などが説明された｡
さらに､ 参加者がよりイメージしやすいよう
に､ 実践例 『造影剤を用いたCT検査における
血管確保と注入』 『外来化学療法室看護師の
よる血管確保と治療管理』 を用いて､ 医師と
看護師それぞれの役割､ 医師と看護師の連携
のあり方などが説明された (提示された資料；
看護師などの役割・裁量拡大に関する考え方)｡
現行法で可能な看護師が医師の判断を代替
できる状況 (事前指示ありの場合)､ アメリ
カの場合の事前指示なしの場合で医師の判断
を代替できる状況を対比しながら説明された
後､ 看護師が役割拡大していく上で､ どのよ
うな教育が必要かについても他国の例を提示
しながら語られた｡
質疑応答では､ 高知赤十字病院の救急外来
師長さんより役割拡大をしていく上で､ ガイ
ドラインやプロトコールの重要性が述べられ､
日本においてガイドラインやプロトコールを
作成して行く取り組みがなされているかにつ
いて質問された｡ 内布先生より､ ガイドライ
ンやプロトコールを看護協会や専門看護師協
議会などから紹介することも必要であるが､
一人ひとりのCNSや認定看護師などが紹介して
いくことのほうが現実的ではないかと回答を
いただいた｡ また､ 高知女子大学看護学部池
田光徳先生より､ 海外におけるNPやCNSの損害
保険について質問された｡ この件についての
詳細な資料を内布先生は持っていなかったの
で回答されなかったが､ リスクを伴う職業で
あるので､ 保険制度が必要であることは語ら
れ､ 現在の日本看護協会による保険制度の現
状が紹介された｡
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本学会では恒例になりつつあり､ また参加
者からも高評価を得ている参加型のワークショッ
プを７つの領域で企画した｡ 学会開催直前に
日本で大きな問題になっていた新型インフル
エンザという感染症対策を話題に取り上げた
り､ 新人看護師・看護管理者など様々な経験
者別の話題に注目したり､ 看護職のキャリア
アップに着目したりと､ 参加者の関心を増幅
させるような企画となった｡ 多くの参加者の
皆さまと議論し､ 活発な意見交換の場となっ
た｡
Ⅰ：私が看護師を続けるわけ－看護の醍醐味－
コーディネーター：
吉村利津子 (高知医療センター)
大川 宣容 (高知女子大学)
話題提供者：
井上 和代 (高知赤十字病院)
黒岩 郁子 (高知医療センター)
堀田 典子 (芸西病院)
Ⅱ：管理職としての役割葛藤を越えて
－新任管理者のための交流会－
コーディネーター：
久保田加代子 (高知医療センター)
三浦かず子 (高知学園短期大学)
話題提供者：
緒方紀美代 (高知大学医学部附属病院)
野村 裕子
(老人保健施設リゾートヒルやわらぎ)
岡部 美枝
(近森リハビリテーション病院)
Ⅲ：住民の健康で安全の暮らしを守る
地域・在宅看護の責任－感染症や虐待の
予防と拡大の阻止－
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コーディネーター：
中島 信恵
(高知県中央西福祉保健所)
和田 昌子
(芸西村地域包括支援センター)
話題提供者：
上林 孝子
(大阪府池田保健所)
高橋 洋子
(土佐市地域包括支援センター)
Ⅳ：自律を目指す新人看護師のための交流会
－専門職としての“責任”を培う－
コーディネーター：
瓜生 浩子 (高知女子大学)
話題提供者：
生田久美子 (高知大学医学部附属病院)
野瀬 智代 (高知医療センター)
谷本和香奈 (高知赤十字病院)
Ⅴ：私たちが開くスペシャリストへの道
コーディネーター：
藤田 佐和 (高知女子大学)
話題提供者：
石浦 光世
(高知大学医学部附属病院・小児看護専門看護師)
福田 亜紀
(海辺の杜ホスピタル・精神看護専門看護師)
Ⅵ：社会､ そして女性が求める医療・看護
－女性のリプロダクティブ
ヘルスの視点から－
コーディネーター：
松本 鈴子 (高知女子大学)
西内 舞里 (高知女子大学大学院学生)
話題提供者：
公文 忍 (高知赤十字病院・助産師)
関 正節
(高知女子大学大学院学生・助産師)
Ⅶ：こどもの現代的な健康問題を支援する
－アレルギー疾患を中心に－
コーディネーター：
池添 志乃 (高知女子大学)
話題提供者：
宮崎 恵美 (東洋英和女学院・養護教諭)
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前回からの継続企画である茶話会を､ カフェ
テリアで開催した｡ 卒業生及び修了生が回生
を越えて､ 現在住所を置いている県別に集合
し､ 近況報告した｡ 全国各地に卒業生や修了
生が活躍していることを知ることもでき､ ま
た自分の近くの先輩後輩と触れあう場となっ
た｡
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